呉祐吉先生のこと

　呉祐吉先生は、明治34年（19001）4月生まれ。東京帝国大学工学部物理学科を卒業後、ドイツに留学、エミリーフィッシャーの下で、研究を行いました。（エミリーフィッシャーは、生物のみしか作れなかったタンパク質を、無機物より人工的に合成することに人類最初に成功し、これによりノーベル賞を受賞された方です。）
帰国後、昭和10年（1935）大阪帝国大学「繊維化学研究所」の所長となり、昭和15年（1940）同大理学部化学科の教授に就任、高分子化学の研究を行いました。太平洋戦争中のあるとき、拾得された米軍の兵器の部品が研究室に持ち込まれました。分析の結果、アメリカではポリエチレン（現在の名称）が既に合成され、実用になっていることが判明しました。ポリエチレンはきわめて優れた電気の絶縁材です。呉先生等はこれを参考に日本で最初にポリエチレンの合成に成功しました。当時の合成は高圧が必要で、使い終えた大砲の砲身を使ったとのことです。
　終戦とともに、考えるところがあったのでしょう。大阪大学を辞し、人里離れた群馬県嬬恋村鹿沢の別荘に移り，世を憚るような隠遁生活を始めました。先生は当時まだ数少ない高分子化学研究の泰斗でしたから、方々の旧制帝大系の大学から勧誘を受けました。しかし一切応じませんでした。やがてその先生が地方大学の信州大学に来て下さることになりました。信州大学繊維学部から数十キロ離れた田沢村まで、時の学部長が自ら自転車を漕いで鳥井峠を越え、何度も繰り返し粘り強く懇願に参上したとの伝説めいた話が残っています。戦後間もない、合成繊維の開発と産業化が明るく展望された時代でした。先生は繊維の王様と言われる「絹」の化学的構造を解明し、それをモデルに夢のようなタンパク質合成繊維の開発を構想されたようです。
先生の着任により、産業界の応援もあって，繊維学部に「高分子工業研究所」が創設され、1950年には、絹タンパクの原子オーダーの構造研究のため、わが国で第２番目と言われる電子顕微鏡（現日本電子製2号機）が設置されました。　

鹿沢村では毎年夏に高分子研究の夏期セミナーが行われ、全国の研究者が集まり、温泉に浸かりつつ熱のこもった議論が繰り広げられたとのことです。
昭和26年（1951）、先生を含む高分子研究の先達4人の構想により「高分子学会」が創設されました。
　先生は絹の微視的構造のすばらしさとともに、絹の風合いのすばらしさに注目し、その物性値と人の感覚の関連研究、現在の「感性工学」の端緒となる研究も構想していました。
昭和42年（1967）3月、信州大学を定年退官（65歳）し、愛知県立芸術大学の教授に就任されました。
　先生はこんな言葉を残されました。
「研究は、大地に井戸を掘るようなもの。まっすぐ掘り進めると、やがて硬い岩盤にぶつかる。そこで決して諦めない。苦労して岩盤を掘り抜くか、その岩盤を迂回して掘り進めるかする。するといつかは水に達する。水はそこだけの水ではない。遠くまで広がる水脈に繋がっており、それより予想以上の普遍的な価値あるものが得られる。」
産業、芸術、その他万般に通じる言葉と思いました。　
自分の記憶や側聞を中心に書きましたので、多くの誤りがあると思います。また化学が専門ではないので、勉強不足による不適切な記述があろうかと思います。

公一郎様とご家族が誇りに思ってよい、大変な社会貢献をされた御尊父の姿を、タイムリーに皆様にご紹介するのが目的なので、お許し下さい。それぞれの立場でご覧になり、誤りや新事実が分かりましたら、皆にお知らせ頂ければありがたいです。
